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単位：百万トンCO2

（※） 温室効果ガス排出・吸収目録の精査により、京都議定書目標達成計画策定時

とは基準年（原則1990年）の排出量が変化しているため、今後、精査、見直しが必要。

（注） ％の数字は、基準年比削減（増減）率

管理主体別CO2排出量の構成比、伸び率

家庭関連＝家庭部門＋運輸部門の家庭の自家用車
＋一般廃棄物からの排出

事業者等関連＝エネルギー転換部門＋産業部門＋
業務部門＋運輸部門（家庭の自家用車除く）
＋鉱業プロセス＋産業廃棄物からの排出
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エネルギー起源CO2部門別排出量推移及び目標

産業（工場等）

運輸（自動車・
船舶等）

業務その他
（オフィスビル等）

家庭

エネルギー転換

1990年度CO2
に占める割合

17%

83%

2005年度CO2
に占める割合

21%

79%

40%増加

8%増加

出典：2005年度（平成１７年度）の温室効果ガス排出量速
報値元データより作成。

【資料１】我が国の温室効果ガス排出量の推移
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【資料２】物流部門におけるCO2排出削減に向けた取組①

第7回 別所委員発表資料

ＣＮＧ車とディーゼル車の燃費調査は必須の課題。燃料成分からでのＣＯ２排出
では参考にならない。

当社に必要な設定条件による情報の作成当社に必要な設定条件による情報の作成

独自に関東・中京・関西の車両40台を使用して、同じ車両・同じ
ドライバー・同じコースで天然ガス自動車とディーゼル車を比較

天然ガス自動車はディーゼル車に比べ、天然ガス自動車はディーゼル車に比べ、

・燃費が約５％劣るが、・燃費が約５％劣るが、

・ＣＯ・ＣＯ２２は２０％削減できることが判明は２０％削減できることが判明

天然ガス自動車はディーゼル車に比べ、天然ガス自動車はディーゼル車に比べ、

・燃費が約５％劣るが、・燃費が約５％劣るが、

・ＣＯ・ＣＯ２２は２０％削減できることが判明は２０％削減できることが判明

クライメート・セイバーズ・プログラム③

20022002年年 WWFWWFの温室効果ガス削減プログラムの温室効果ガス削減プログラム

「クライメート・セイバーズ・プログラム」に参加に参加

削減目標：２０１２年度までに ＣＯ２総排出量６%削減
（２００２年度排出レベルより）

削減目標：２０１２年度までに ＣＯ２総排出量６%削減
（２００２年度排出レベルより）

クライメート・セイバーズ・プログラム①

世界最大の民間環境保護団体であるＷＷＦと、先進的な環境対策を進めている
企業が協定を結び、CO2排出量削減を目指す

外部：企業の自主的な取り組みに透明性と信頼性が与えられる
内部：目標達成への強い責任感や緊張感が生まれる

その他、ジョンソン・エンド・ジョンソン、IBM、ポラロイド、ナイキ、ラファージュ、
コリンズ、ザンテラ・パークス・アンド・リゾート、キャタリスト、ノボ ノルディスク、
テトラパック、ソニーの合計12社が参加

日本企業としては第一号、物流部門としては世界初の参加

ベースライン（２００２年度）
１年間のＣＯ２総排出量 （燃料２６.９１万ｔ 電力９.７５万ｔ）

－６％削減値

２０１２度 ＣＯ２総排出量

２０１２年度まで、ディーゼル車のみ増車と仮定

ＣＯ２排出量は約３９.３５万ｔ（ＢＡＵ）

約５万ｔ削減

排出削減策 天然ガス自動車導入台数

累計 約７約７,,０００台０００台 導入

削減目標：２０１２年度までに削減目標：２０１２年度までに ＣＯＣＯ２２総排出量６総排出量６%%削減削減
（２００２年度排出レベルより）（２００２年度排出レベルより）

クライメート・セイバーズ・プログラム②

約３６約３６..６６万ｔ６６万ｔ

約３４約３４..４６万ｔ４６万ｔ

【資料３】物流部門におけるCO2排出削減に向けた取組②

第7回 別所委員発表資料

クライメート・セイバーズ・プログラム⑤

20022002年度比年度比 3.113.11％％ 削減削減

2005年度ＣＯ2総排出量は355,232ｔで、2002年度比96.89％

【宅配便取扱個数の推移】

【２００２-２００５年度ＣＯ２総排出量】

軽油 ガソリン
（ハイオク含む）

天然ガス 電力 合計

2002
年度

244,552 18,780 5,810 97,477 366,619

2005
年度

217,648 20,741 18,916 97,927 355,232

増減
（05-02年）

▲26,904 1,961 13,106 450 ▲11,387

対比
（05/02年）

89.00% 110.44% 325.58% 100.46% 96.89%

（単位：ｔ-ＣＯ2）

＜2004年度業績＞

クライメート・セイバーズ・プログラム④




